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１． アンケート概要 

（１） 調査要領 

項目 内容 

調査目的 三田市あかしあ台小学校区内に在住の方を対象として、日常の買い物や

通院などの交通行動とともにその際の困りごとやご意向について把握す

る。 

調査方法  自治会やまち協のお知らせ配送ルートによる調査依頼及び調査票回収。 

調査対象者 三田市あかしあ台小学校区内３，０５１世帯の住民 

（全世帯主宛依頼。但し、同一住居に住民票上の世帯が複数人の場合は１世

帯として取扱う。） 

調査期間 令和３年４月１日～４月１５日 

回収状況 下記の通り。５７．５％ 

 

地区 配布数 回収数 回収率（％） 

１．あかしあ台 1 丁目 ８１３ ５１９ ６３．８ 

２．あかしあ台 2 丁目 ２３０ １２０ ５２．２ 

３．あかしあ台 3 丁目 ８１８ ４２９ ５２．４ 

   戸建 〈４５０〉 〈３１１〉 〈６９．１〉 

   グリーンスクエア 〈２４５〉 〈７５〉 〈３０．６〉 

   あかしあ台ﾊｲﾂⅠ 〈１２３〉 〈４３〉 〈３５．０〉 

４．あかしあ台 4 丁目 ５１５ ３４８ ６７．６ 

５．あかしあ台 5 丁目   ５８２ ２７３ ４６．９ 

   戸建 〈２８３〉 〈１６８〉 〈５９．４〉 

   ガーデンコート 〈１６５〉 〈６０〉 〈３６．４〉 

   あかしあ台ﾊｲﾂⅡ 〈１３４〉 〈４５〉 〈３３．６〉 

６．さくら坂 ９３ ６１ ６５．６ 

７．不明 ― 4 ― 

合  計 ３，０５１ １，７５４ ５７．５ 
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２． 調査対象世帯（問 1） 

（１）住所 

・アンケート回収世帯の住所分布は、居住世帯の割合とほぼ同じであった。 

 

＜あかしあ台小学校区居住世帯割合（２０２１．３末、全世帯３，０５１） １丁目：２７％、

さくら坂：３％、２丁目：８％、３丁目：２７％、４丁目：１７％、５丁目：１９％＞ 

 

（２）世帯構成 

・世帯構成分布は、1・5 丁目・さくら坂では夫婦 2 人世帯、2・3・4 丁目では子どもと同居世

帯が最も多い。新規住宅開発の影響と見られる。1 人暮らし世帯は、いずれの地域とも概ね 10%

ある。 

 

 

（３）世帯内にある車 

・世帯内にある車は、いずれの地域共 1 台が最も多く、次いで 2 台が多い。持っていない世帯も

8%程はある。 

 

  

30% 3% 7% 25% 20% 16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答世帯

1丁目 さくら坂 2丁目 3丁目 4丁目 5丁目

10%

14%

11%

9%

9%

15%

9%

38%

38%

31%

39%

27%

36%

45%

38%

34%

42%

41%

53%

33%

33%

3%

3%

3%

2%

2%

3%

3%

2%

2%

3%

2%

2%

5%

2%

8%

9%

9%

7%

8%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

5丁目

4丁目

3丁目

2丁目

さくら坂

1丁目

1人暮らし 夫婦2人

子ども（又は子ども家族）と同居 親(世帯主又は配偶者の親1人以上）と同居

子ども（又は同左）と親（同左）と同居 その他

8%

10%

7%

10%

4%

3%

9%

62%

70%

66%

61%

58%

52%

59%

27%

19%

26%

26%

36%

38%

29%

2%

1%

3%

5%

3%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

5丁目

4丁目

3丁目

2丁目

さくら坂

1丁目

なし 1台 2台 3台 4台以上

（回答世帯数） 

1,750 

（回答世帯数） 

517 

61 

120 

426 

348 

272 

1,744 

（回答世帯数） 

519 

61 

120 

428 

348 

272 

1,748 
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（４）最寄りのバス停までの距離 

・徒歩 10 分以内世帯が、いずれの地域とも殆どを占める。さくら坂が少し多い程度で 10 分を

越える世帯が 7%程ある。 

 

３． 日常生活におけるウッディタウン内の交通行動 

Ａの方：日常の暮らしの中で買い物や通院などのためにウッディタウン内の移動が最も多い方 

Ｂの方：日常の暮らしの中でウッディタウン内の移動を必要とされる高齢（65 歳以上）の方 

（１） 回答者の属性（問２、問３） 

❶ 年齢 

・55 歳以上（A の方の当該年齢層及び B の方）の年齢割合は地域人口比率と大きな乖離がな

い。一方で 54 歳以下（A の方の当該年齢層）の年齢割合は地域人口割合よりかなり低い。回答

者は高齢層に偏っている傾向にある。 

 

＜あかしあ台小学校区人口年齢割合（2021.3 末、全住民 8,623 人）0～24 歳：25%、25～54

歳：33%、55～64 歳：16%、65～74 歳：17%、75～84 歳：6%、85 歳以上：3%＞ 

❷ 性別 

・A の方は女性、B の方は男性が多い傾向が見られる。 

 

  

47%

56%

43%

66%

42%

0%

37%

38%

33%

47%

30%

46%

20%

42%

13%

10%

8%

4%

13%

74%

18%

1%

1%

1%

7%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

5丁目

4丁目

3丁目

2丁目

さくら坂

1丁目

徒歩3分以内 3～5分程度 5～10分程度 10～15分程度

15～20分程度 20～30分程度 30分以上

3%

4%

10%

14%

13%

19%

19%

28%

37%

65%

25%

14%

25%

8%

4%

10%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

Ｂの方

Ａの方

25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

56%

46%

54%

37%

18%

17%

26%

44%

54%

46%

63%

82%

83%

74%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

男性 女性 （回答者数） 

1,527 

566 

428 

379 

130 

24 

 

677 

 

（回答者数） 

1,528 

681 

2,209 

（回答世帯数） 

518 

61 

120 

428 

347 

273 

1,747 
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❸ 職業  

・A の方は「働いている（常勤＋非常勤＋自営業）」が約半数で高齢になるほど「働いていな

い」が多くなる。B の方は 65 歳以上を対象としており「働いていない」が 77%と多い。 

 

➍ 外出可否 

・A、B の方とも、「1 人で外出できる」が殆どを占める。外出に支障のある方が年齢に拘らず一

定数あり高齢になる程多い。 

 

 

（２） 自力での移動について（問３）      

❶ 自動車による移動 

・A、B の方とも、「問題なく運転できる」が 65~80%を占める。75 歳以上では約半数が自動車

の運転に支障を抱えている。 

 

  

10%

4%

10%

31%

42%

27%

9%

2%

14%

24%

27%

20%

4%

3%

5%

3%

4%

4%

77%

96%

93%

71%

42%

28%

49%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

常勤 非常勤 自営業 働いていない

59%

87%

98%

91%

87%

98%

100%

100%

98%

99%

33%

12%

2%

7%

13%

2%

2%

1%

8%

1%

0%
1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85歳以上
75～84歳
65～74歳

Ｂの方 合計

85歳以上
75～84歳
65～74歳
55～64歳
25～54歳

Ａの方 合計

1人で外出できる 1人で外出できない 外出できない

17%

48%

79%

66%

23%

56%

80%

85%

87%

81%

11%

4%

4%

4%

0%

5%

6%

4%

5%

5%

56%

37%

14%

24%

50%

25%

12%

10%

6%

11%

16%

11%

3%

6%

27%

15%

3%

1%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85歳以上

75～84歳

65～74歳

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

問題なく運転できる 不安あり運転していない 運転できない 運転する自動車がない

（回答者数） 

1,525 

566 

427 

379 

129 

24 

 

681 

 

 

 

（回答者数） 
1,523 
566 
427 
380 
127 
23 
 

681 
446 
171 
64 

 

 

（回答者数） 
1,527 
567 
428 
381 
129 
22 
 

671 
437 
170 
64 
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❷ 運転免許の返納  

・高齢化による運転免許の返納を考えておられる方が、A の方で約 30%、B の方で 40%ある。今

後、少子高齢化の進展により自動車の運転に支障を抱える方が更に増大すると考えられる。 

 

❸ 自転車による移動 

・A の方で約 50%、B の方で約 65%、自転車を使わない方がある。思いの他多い。 

 

➍ 徒歩による移動  

・A、B の方とも、20 分程度までしか歩けない方が 30%程ある。 

 

  

13%

19%

38%

31%

9%

26%

40%

57%

82%

59%

3%

26%

43%

35%

13%

25%

48%

36%

16%

30%

16%

8%

3%

6%

2%

0%

0%

2%

40%

31%

12%

19%

39%

22%

8%

6%

3%

7%

27%

16%

4%

9%

3%

0%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85歳以上

75～84歳

65～74歳

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

返納は考えていない 将来考えたい １～2年以内に考えたい

運転免許を持っていない 既に返納した

3%

5%

11%

8%

17%

6%

9%

9%

14%

11%

5%

9%

13%

11%

0%

12%

10%

13%

15%

13%

5%

8%

9%

8%

9%

8%

8%

11%

18%

13%

2%

6%

5%

5%

4%

7%

8%

10%

14%

11%

3%

1%

3%

3%

9%

0%

2%

3%

7%

4%

58%

22%

9%

17%

30%

21%

6%

4%

1%

5%

25%

48%

50%

47%

30%

46%

57%

49%

31%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85歳以上

75～84歳

65～74歳

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

30分以上 30分程度まで 20分程度まで 10分程度まで

5分程度まで 乗れない 乗れる自転車がない

43%

32%

43%

47%

44%

35%

41%

27%

23%

33%

29%

25%

26%

27%

14%

18%

12%

14%

16%

19%

16%

9%

18%

9%

7%

10%

15%

11%

4%

0%

2%

3%

4%

5%

4%

4%

9%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｂの方 合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

Ａの方 合計

30分以上 30分程度まで 20分程度まで

10分程度まで 5分程度まで 殆ど歩けない

（回答者数） 

1,516 

564 

424 

380 

125 

23 

 

672 

443 

167 

62 

 

（回答者数） 

1,477 

549 

412 

368 

125 

23 

 

645 

回答者数 

1,500 

552 

422 

375 

129 

22 

 

671 
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（３） 主な外出先への移動について（問４） 

❶ 良く行かれる場所や施設（2つまで複数回答） 

１） 買い物 

・A、B の方とも、あかしあ台地区に近い「南ウッディタウン方面」が最も多く、次いで「ウッ

ディタウン中央方面」が多い。年齢層分析では高齢者程、より近場に行かれる傾向が見られる。 

 

回答者数 １，４５８ ５４８ 

 

移動方面 南ウッディ

タウン 

ウッディタ

ウン中央 

ｳｯﾃﾞｨ･ｶﾙﾁｬ

ｰﾀｳﾝ内(南､

中央除く) 

フラワータ

ウン 

三田市街地 神戸北 地域外 

主な行き先 マルハチ、

阪急オアシ

ス、万代、

えるむプラ

ザ、コーナ

ン、サンデ

ィ、ケーズ

デンキ、キ

リン堂他 

イオン三田

ウッディタ

ウン店、業

務スーパ

ー、ダイキ

他 

コスモス、

トライアル

他 

コープ他 パスカル他 イオン神戸

北他 

特に多いと

ころなし 

 

 

回答者数 ９５９ ７３６ ２４９ ５８ 

Ａの方 ９５９ ３５９ １１８ １８ 

Ｂの方 ― ３７７ １３１ ４０ 

  

118% 116%

52%
44%

10% 11%
2% 2%1% 4%2% 2%0% 1%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

Ａの方 Ｂの方

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

良く行く買い物先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内
フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面
地域外

113% 119% 125% 122%

56%
45% 44%

34%12% 10% 8% 12%
1% 3% 2% 7%2% 2% 2%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

年齢層別の良く行く買い物先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内

フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面

地域外
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２） 通院先 

・A、B の方とも、市民病院及び地区センター医療施設のある「ウッディ・カルチャータウン

内」が最も多く、次いで近場で医療施設の集まった「南ウッディタウン」が多い。年齢層分析で

は高齢者程、大規模病院のある「ウッディ・カルチャータウン内（南 WT、WT 中央除く）」及

び「三田市街地方面」の割合が高くなる傾向にある。 

 

回答者数 ９８１ ４４４ 

 
移動方面 南ウッディ

タウン 

ウッディタ

ウン中央 

ｳｯﾃﾞｨ･ｶﾙﾁｬ
ｰﾀｳﾝ内(南､
中央除く) 

フラワータ

ウン 

三田市街地 神戸北 地域外 

主な行き先 えるむプラ

ザ、どうも

と内科、藤

村耳鼻咽喉

科、浅井眼

科、はやし

べ皮膚科、

谷口歯科、

殿ビル、殿

勝胃腸科、

山本医院、

宮内歯科他 

センチュリ

ープラザ、

山口内科、

高尾耳鼻

科、くわな

歯科、前田

歯科他 

三田市民病
院、長谷川
内科、いわ
もと泌尿器
科、たなか
歯科、田場
医院、奥舎
歯科、すぎ
たファミリ
ークリニッ
ク、渡辺歯
科、竹本整
形、おかも
と小児科、
あさはら歯
科、英保歯
科、しらや
ま歯科他 

フラワータ

ウン、今田

内科他 

前橋内科、

平島病院、

せや眼科、

兵庫中央病

院、あおぞ

らクリニッ

ク、ふくし

ま整形、ば

んどう歯科

他 

恒生病院、

済生会病院

他 

特に多いと

ころなし 

 

回答者数 ５９４ ５４７ ２２８ ５６ 

Ａの方 ５９６ ２６９ １０３ １５ 

Ｂの方 ― ２７８ １２５ ４１ 

  

35% 34%

8% 3%

72% 77%

6% 6%
16% 21%

3% 4%2% 3%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

Ａの方 Ｂの方

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

良く行く通院先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内
フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面
地域外

37% 33% 35% 38%

10% 4% 5%

71% 73% 76%

95%

7% 6% 4% 4%
11%

20%
26% 21%

2% 3% 5% 5%2% 3% 2% 4%
0%

30%

60%

90%

120%

150%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

年齢層別の良く行く通院先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内

フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面

地域外
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３） 愉しみ先 

・A、B の方とも、「ウッディタウン中央方面」が最も多い。次いで、「ウッディ・カルチャータ

ウン内（南 WT,WT 中央除く）」となっている。その他「南ウッディタウン方面」や「三田市街

地方面」とともに、「神戸北方面」、「地域外方面」など広範囲に動かれている傾向が見て取れ

る。なお、年齢層分析では 85 歳以上で幾分差異あるが大きなものではない。 

 

回答者数 ７２９ ２９４ 

 
移動方面 南ウッディ

タウン 

ウッディタ

ウン中央 

ｳｯﾃﾞｨ･ｶﾙﾁｬ

ｰﾀｳﾝ内(南､

中央除く) 

フラワータ

ウン 

三田市街地 神戸北 地域外 

主な行き先 えるむプラ

ザ、NAS、

カラオケス

カイ、ゲ

オ、コーナ

ン他 

WT 市民セ

ンター、図

書館 WT、

イオン三田

ウッディタ

ウン店、イ

オンシネ

マ、あずさ

珈琲他 

駒ケ谷運動
公園、平谷
川緑地、あ
かしあ台公
園、はじか
み池公園、
ウッディタ
ウン中央公
園、あかし
あ台コミュ
ニティハウ
ス、アーバ
ンゴルフ練
習場他 

フラワータ

ウン市民セ

ンター他 

三田阪急、

キッピーモ

ール、郷の

音ホール、

有馬富士公

園、城山公

園、三田ボ

ーリングセ

ンター他 

イオンモー

ル神戸北、

三田神戸ア

ウトレット

他 

神戸、西宮、

大阪、近隣

ゴルフ場他 

 

 

回答者数 ４６３ ３９７ １３０ ３３ 

Ａの方 ４６３ １９５ ６５ ６ 

Ｂの方 ― ２０２ ６５ ２７ 

 

 

16% 17%

52% 47%
33% 33%

3% 3%
17% 22%

13%
6%10% 12%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

Ａの方 Ｂの方

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

良く行く愉しみ先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内
フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面
地域外

15% 20%
14%

3%

52% 49% 49%
39%

30% 30%

48% 52%

3% 4% 3% 6%
15% 19% 25% 27%18%

6% 5% 3%
10% 11% 12%

3%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

年齢層別の良く行く愉しみ先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内

フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面

地域外
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４） その他（役所・銀行・郵便局・学校など） 

・A、B の方とも、「南ウッディタウン方面」が最も多く、近場の銀行や郵便局を利用する目的

で行かれている。年齢層分析では、買い物と同様に、高齢者程、より近場に行かれる傾向が見ら

れる。 

 

回答者数 ７４９ ２２９ 

 
移動方面 南ウッディ

タウン 

ウッディタ

ウン中央 

ｳｯﾃﾞｨ･ｶﾙﾁｬ

ｰﾀｳﾝ内(南､

中央除く) 

フラワータ

ウン 

三田市街地 神戸北 地域外 

主な行き先 えるむプラ

ザ（銀行、

郵便局な

ど）他 

WT 市民セ

ンター、信

金（WT 中

央）、けや

き台郵便

局、イオン

三田ウッデ

ィタウン店

他 

あかしあ台

小学校、新

三田駅他 

特に多いと

ところなし 

三 田 市 役

所、三田駅

前銀行他 

特に多いと

ころなし 

特に多いと

ころなし 

 

 

回答者数 ３１５ ２１８ ８６ １６ 

Ａの方 ３１５ １１９ ４７ ４ 

Ｂの方 ― ９９ ３９ １２ 

 

 

  

112%
119%

13% 16%18%

3%1% 0%
8% 13%

1% 0%2% 1%
0%

30%

60%

90%

120%

150%

Ａの方 Ｂの方

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

良く行くその他行き先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内
フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面
地域外

103%

118%
131%

138%

12% 15% 13%
13%26%

4% 5% 6%1% 0%
7%

14% 9%
0%

1%
1% 1% 0%2% 1% 1% 0%

0%

30%

60%

90%

120%

150%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者
数
）

年齢層別の良く行くその他行き先
南ウッディタウン方面 ウッディタウン中央方面 ウッディ・カルチャタウン内

フラワータウン方面 三田市街地方面 神戸北方面

地域外



11 

 

５） 行き先パターン分析：年齢層別（ＡとＢの方合計） 

・回答者の交通行動を行き先範囲別に 7 つのパターンに層別して分析した。7 つのパターンは、

表の下部＜＞の定義の通りである。行き先パターンとしては、「地域外型」や「神戸北方面型」

及び「フラワー方面型」は限定されるが、「市街地方面型」と「WT 地域内型」が地域内交通の

主流であることが見て取れる。その他、75 歳未満で「WT 中央内型」の多いことが注目され

る。 

 

＜行き先パターン 南 WT 内型：南ウッディタウン方面、WT 中央内型：ウッディタウン中央方

面＋南ウッディタウン方面、WT 地域内型：ウッディ・カルチャータウン内（南ウッディタウン方

面、ウッディタウン中央方面含む）、フラワー方面型：フラワータウン方面＋ウッディ・カルチャ

ータウン内、市街地方面型：三田市街地方面＋フラワータウン方面＋ウッディ・カルチャータウ

ン内、神戸北方面型：神戸北方面＋三田市街地方面＋フラワータウン方面＋ウッディ・カルチャ

ー内、地域外型：地域外方面＋神戸北方面＋三田市内＞ 

❷ そこまでの主な移動手段（複数回答４つまで） 

１） 良く利用される移動手段 

・日常の買い物、通院、愉しみ及びその他の目的で良く行かれる行き先に対して、どのような移

動手段によっているか 4 つまで挙げて頂くよう尋ねたものである。その結果、A、B の方とも、

「自家用車」と「徒歩」が多いという回答であった。その他、自転車は、A の方で 30%、B のか

たで 19%使われていた。思いの他少なかった。公共交通や送迎は、A の方で 12~16%、B の方で

20～26%使われており、高齢層ほど良く使われていることが伺える結果であった。 

 

回答者数 １，５１１ ６３９ 

  

11%

14%

12%

8%

11%

12%

24%

23%

17%

9%

4%

18%

38%

33%

37%

39%

49%

37%

4%

3%

4%

3%

1%

4%

10%

13%

17%

27%

27%

16%

8%

8%

6%

6%

3%

7%

4%

6%

7%

7%

4%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25～54歳

55～64歳

65～74歳

75～84歳

85歳以上

合計

票数の割合

南WT内型 WT中央内型 WT地域内型
ﾌﾗﾜｰ方面型 市街地方面型 神戸北方面型
地域外型

80%

62%

30%

19%

64% 68%

15%

26%

12%
20%

1% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ａの方 Ｂの方

票
数
の
割
合
（
対
回
答
者

数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他

回答者数 

544 

417 

767 

270 

71 

2,069 
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２） 移動手段の年齢層別分析 

➀ 個々の移動手段 

・高齢化するにつれて、自動車を利用する方が著しく減少する。75 歳代層では 50%程度とな

り、85 歳以上層では 20%弱にもなる。自転車を利用する方もやや減少する。一方、公共交通及

び送迎を利用する方がかなり増える。公共交通の利用は、75 歳代層では 40%になり、85 歳以上

層では約 50%に達する。

 
回答者数 975 795 287 76 

内訳 A:975 A:376､B:419 A:126､B:161 A 方:22､B方:54 

➁ 移動手段パターン 

・回答者の交通行動を移動手段の組合せ別に 6 つのパターンに層別して分析した。6 つのパター

ンは、表の下部＜＞の定義の通りである。移動手段パターンとしては、自家用車利用（自家用車

のみ＋（自家用車＋自転車＋徒歩）＋車有複合）が成人層において大部分を占めるが、高齢にな

り、75 歳位を境に逆転する。自家用車を利用しない方は、75 歳代層で 50%、85 歳以上層で

80%となり、➀と同じ結果である。 

 

＜移動手段パターン 車有複合：自家用車＋自転車＋徒歩＋公共交通＋送迎、車無複合：自転車

＋徒歩＋公共交通＋送迎、その他は表記通り＞ 

 

３） 移動手段の地域別分析 

・さくら坂と 2 丁目は、目的のところまで少し遠いこともあり自家用車がやや多く徒歩がや

や少ない。一方、4 丁目と 5 丁目は、目的のところまで近いため徒歩がやや多く自家用車が

やや少ない。なお、公共交通は、3 丁目がやや多い。目的のところまで、そこそこの距離が

ある上に路線バスが住宅地の東側と西側に 2 ルートあることも影響していると思われる。 

85%

76%

51%

17%

35%

19% 21%
13%

61%
68%

76%

63%

10%
17%

40%

49%

10%
15%

22%

37%

0% 2% 2% 5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合(

対
回
答
者
数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他

23%

7%

11%

23%

23%

30%

39%

1%

24%

38%

48%

48%

12%

14%

16%

15%

11%

8%

3%

25%

6%

2%

1%

1%

12%

36%

30%

10%

7%

6%

11%

17%

13%

12%

10%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

自家用車 自家用車+自転車+徒歩 車有複合

公共交通+送迎 車無複合 自転車+徒歩 （回答者数） 

551 

418 

782 

280 

72 

2,103 
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Ａ回答者数 434 55 102 373 309 238 

 

Ｂ回答者数 214 21 34 149 115 106 

４） 移動手段の行き先パターン別分析 

・A、B の方とも、三田市街地方面、神戸北方面又は地域外方面など比較的遠方に行かれる方の

場合に公共交通を多く利用される傾向が見られる。加えて、高齢層 B の方では、WT 地域内方面

に公共交通を利用されることが多い。 

 

A 回答者数 172 298 537 53 219 109 84 

 

B 回答者数 66 81 236 22 119 32 43 

  

82%
89% 87%

80% 78% 74%

28%
22%

29% 33% 37%

21%

60%

40%
50%

64%
71%

76%

14%
5% 6%

21%
10%

18%
12% 11% 13% 13% 9% 13%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1丁目 さくら坂 2丁目 3丁目 4丁目 5丁目

票
数
の
割
合

（
対
回
答
者
数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他Aの方

66% 67%
74%

58% 57% 58%

23%

5%

18% 20% 18%
11%

65%
57% 53%

66%
76% 75%

22% 24%
29% 32%

26% 25%
18%

24%

12%
21% 20%

25%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1丁目 さくら坂 2丁目 3丁目 4丁目 5丁目

票
数
の
割
合

（
対
回
答
者
数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他

75% 79% 80%
92%

80%
90% 83%

26%
32% 34%

19%
27%

32%

21%

61% 64% 66%

53%

67% 64%
58%

4% 6%

15% 15%
22% 17%

39%

7% 7%
15%

9%
13% 16% 13%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

南WT内型 WT中央内型 WT地域内型 ﾌﾗﾜｰ方面型 市街地方面型神戸北方面型 地域外型

票
数
の
割
合

（
対
回
答
者
数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他

58% 62% 62%

50%

62%
72% 72%

17% 20% 18%
14%

21% 25%
16%

62%
69% 72% 68% 66%

63% 67%

9% 15%

28%

18%

34%
28%

42%

21%

12% 18%

27%
27%

13% 19%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

南WT内型 WT中央内型 WT地域内型 ﾌﾗﾜｰ方面型 市街地方面型神戸北方面型 地域外型

票
数
の
割
合

（
対
回
答
者
数
）

自家用車 自転車 徒歩 公共交通 送迎 その他Bの方

A の方 

B の方 
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❸ 外出の日数 

１） 良く外出される日数 

・週 3~4 日以上外出の方が、A の方で 85%、B の方で 70%弱であり、良く外出されている。 

 

２） 外出日数の年齢層別分析 

・高齢層ほど、外出頻度が少なくなっている。75 歳代層になると月 2～3 日以下が 10%を超え

る。 

 

３） 外出日数の地域別分析 

・A、B の方とも、大きな地域差は認められない。強いて挙げれば、さくら坂、2 丁目及び 3 丁

目の外出頻度がやや少ない程度である。 

 

  

56%

37%

50%

29%

32%

30%

13%

22%

16%

2%

6%

3%

1%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａの方

Ｂの方

合計

票数の割合

週5日以上 週3～4日 週１～2日 月2～3日 月1日以下

60%

61%

48%

33%

16%

50%

25%

26%

31%

36%

38%

30%

12%

12%

17%

18%

33%

16%

2%

1%

3%

8%

8%

3%

0%

1%

1%

4%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25～54歳

55～64歳

65～74歳

75～84歳

85歳以上

合計

票数の割合

週5日以上 週3～4日 週１～2日 月2～3日 月1日以下

55%

62%

45%

52%

58%

63%

40%

30%

32%

28%

33%

50%

31%

18%

34%

30%

27%

23%

27%

30%

44%

34%

38%

31%

11%

16%

18%

15%

12%

12%

24%

25%

18%

28%

19%

11%

1%

4%

1%

2%

3%

1%

5%

15%

6%

5%

8%

6%

1%

0%

2%

1%

1%

0%

4%

0%

0%

4%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａの方

1丁目

さくら坂

2丁目

3丁目

4丁目

5丁目

Ｂの方

1丁目

さくら坂

2丁目

3丁目

4丁目

5丁目

票数の割合

週5日以上 週3～4日 週１～2日 月2～3日 月1日以下

（回答者数） 

433 

55 

102 

374 

311 

236 

 

222 

20 

34 

148 

118 

107 

 

 

 

 

（回答者数） 

1,511 

649 

2,160 

 

（回答者数） 

553 

420 

804 

285 

80 

2,142 
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➍ 現在の交通行動の満足度 

１） 現在の交通行動の満足度 

・「満足状態」（満足＋やや満足の総称、以下同じ）が A の方で 86%、B の方で 79%、「不満足状

態」（不満足＋やや不満足の総称、以下同じ）が A の方で 8%、B の方で 11%との回答を得た。

全体として満足度の高い水準にあること、その一方で一定数の方が満足度の低い水準にあると感

じられていることが明らかになった。 

 

２） 満足度の年齢層別分析 

・高齢になる程、「不満足状態」の方が増える傾向にある。75～84 歳層では 16%に、85 歳以上

層で 29%に増大することが認められた。 

 

３） 満足度の地域別分析 

・「不満足状態」の方の多い B の方について見ても、地域別の大きな差異は認められない。 

 

  

63%

52%

59%

23%

27%

24%

6%

7%

6%

2%

4%

2%

7%

10%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａの方

Ｂの方

合計

票数の割合

満足 やや満足 やや不満足 不満足 考えたことがない

62%

17%

43%

61%

64%

81%

22%

34%

32%

24%

22%

12%

6%

16%

12%

6%

4%

3%

2%

13%

4%

2%

2%

7%

21%

9%

8%

8%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

85歳以上

75～84歳

65～74歳

55～64歳

25～54歳

票数の割合

満足 やや満足 やや不満足 不満足 考えたことがない

63%

52%

50%

45%

49%

50%

52%

60%

23%

27%

27%

40%

31%

31%

25%

18%

6%

7%

8%

5%

9%

4%

5%

13%

2%

4%

3%

5%

6%

6%

4%

1%

7%

10%

11%

5%

6%

10%

13%

9%
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４） 満足度の交通手段別分析 

➀ 個々の移動手段からみた分析 

・満足度は、自家用車が極めて高いが、公共交通と送迎ではやや低くなっている。公共交通の

「不満足状態」は、Ａの方で 22%、Ｂの方で 27%である。 

 

➁ 移動手段パターンから見た分析 

・満足度は、自家用車を利用するパターンでは極めて高いが、使わないパターンでやや低くな

る。①と同じである。 

 

５） 満足度の行き先別分析 

・満足度は、行き先別の理解しうる差異は認められない。 
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❺ 現在の交通行動における困りごと（移動手段ごとに 3 つまで複数回答） 

１） 自家用車 

➀ 指摘事項 

・Ａの方からは、「燃料費など維持費が高い」との指摘が最も多かった。次いで、「駐車場に困

る」であった。 

・Ｂの方も、Ａの方よりも幾分指摘低いが「燃料費など維持費が高い」が最も多かった。次い

で、Ａの方と異なり、「運転ミスなどの不安がある」が「駐車場に困る」を上回った。 

 

回答者数 A の方 743 B の方 261 

 

 ➁ 年齢層別分析 

・高齢になる程、「燃料費など維持費が高い」の指摘が下がる一方で、「駐車場に困る」と「運転

ミスなどの不安がある」が高くなる傾向であることが分かった。75 歳代層で、３者はほぼ同等

のお困り具合となり、85 歳以上層で逆転する。 

  

回答者数 506 387 91 12 

 

9% 8%

26%

37%
32% 30%

62%
57%

6%
10%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Aの方 Bの方

票
数
の
割
合

(対
回
答
者
数
）

道路渋滞に困る 運転ミスなどの不安がある 駐車場に困る 燃料費など維持費が高い その他

11%
7% 7% 8%

21%

35%
40% 42%

29% 32%

40%

50%

66%
60%

46%

33%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

25～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

票
数
の
割
合

（
対
横
軸
回
答
者
数
）

道路渋滞に困る 運転ミスなどの不安がある 駐車場に困る 燃料費などの維持費が高い
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２） 自転車 

➀ 指摘事項 

・Ａの方からは、「悪天時は移動しにくい」との指摘が最も多かった。次いで、「大きな荷物が運

びにくい」と「坂が多い」と「道路に段差がある」であった。 

・Ｂの方も、Ａの方と同様に４項目について指摘が多かった。但し、最も多かったのは、Ａの方

と異なり「坂が多い」であった。 

 

回答者数 A の方 ８０４名 B の方 ２２８名 

 

➁ 年齢層別分析 

・高齢になる程、「悪天時は移動しにくい」、「大きな荷物が運びにくい」及び「通路に段差があ

る」の指摘が下がる一方で、「坂が多い」は余り変わらない傾向のあることが分かった。そのた

め、75 歳代以上層では、「坂が多い」が最も多くなっている。 

 特筆すべきこととして、「体力面に不安がある」が 75 歳以上層で著しく多くなり、85 歳以上

層では 2 番目に多い指摘になっていることが挙げられる。 

 

 回答者数 ５８１ ３０５ １１０ ２６ 
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４） 徒歩 

➀ 指摘事項 

・Ａの方からは、「大きな荷物阿が運びにくい」との指摘が最も多かった。次いで、「悪天時は移

動しにくい」と「坂が多い」であった。 

・Ｂの方は、Ａの方の 3 項目に「体力面に不安がある」を加えた 4 項目について、いずれも同じ

くらいの比較的多い指摘があった。 

 

回答者数 A の方 ６６４名 B の方 ２９４名 

➁ 年齢層別分析 

・高齢になる程、「大きな荷物が運びにくい」及び「悪天時は移動しにくい」の指摘が下がる一

方で、「体力面に不安がある」が著しく増える傾向のあることが分かった。そのため、75 歳代以

上層では、「体力面に不安がある」が 2 番目に多くなっている。 

 

 回答者数 ４１３ ３３１ ２０３ １９ 
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５） 公共交通 

➀ 指摘事項 

・Ａの方からは、「便数が少ない」と「運賃が高い（鉄道・路線バス）」との 2 項目が最も多かっ

た。次いで、「目的地まで行く路線がない」、「乗継が不便」などであった。 

・Ｂの方も同様に、Ａの方の指摘 4 項目が多かった。Ｂの方の特徴は、「運賃が高い（タクシ

ー）」が比較的多かったことである。 

 

回答者数 A の方 ９１８名 B の方 ３５７名 

➁ 年齢層別分析 

・高齢になる程、「運賃が高い(鉄道・路線バス)」の指摘が下がる一方で、「便数が少ない」と

「乗継が不便」は余り変わらず、そして「運賃が高い（タクシー）」が増える傾向のあることが

分かった。そのため、75 歳代以上層では、「運賃が高い（タクシー）」が「運賃が高い(鉄道・路

線バス)」を上回る傾向になっている。 

 

 回答者数 ６１２ ４５０ １６２ ４４ 
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７） 送迎 

➀ 指摘事項 

・Ａの方からは、「行きたい時に行けない」の指摘が最も多く。次いで「気をつかう」であっ

た。 

・Ｂの方からは、同様に 2 項目の指摘が多かったが、「気をつかう」が幾分多い傾向であった。 

 

回答者数 A の方 ３７６名 B の方 １７５名 

 

➁ 年齢層別分析 

・高齢になるにつれて、「気をつかう」の指摘が下がる一方で、「行きたい時に行けない」が増え

る傾向が見られるが、決めつけられる数値ではなく殆ど変わらないと考えるのが良いと思われ

る。 

 

 回答者数 ２４３ １８６ ８４ ３５ 
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５． 将来を見据えてなすべきこと（問５） 

（１）将来、自家用車がない時にお困りになること（２つまで複数回答） 

・今後高齢化が進み、免許返納などにより自家用車を使用できない方の増えることが予測されて

いる。このような時代にあって、将来、自動車がない時にお困りになることを尋ねた。その結果

は下図の通りで、「買い物」が最もお困りになるとの回答を得た。次いで「重い又は大きい荷物

の運搬」、そして「通院」であった。 

・地域別に見ると、お困りになっている中でも「買い物」において、さくら坂と 2 丁目のお困り

具合が高く、次いで高いのが 1 丁目と 3 丁目であった。又、「重い大きい物運搬」と「通院」に

ついては、1 丁目が高かった。 

 

 

地域 1 丁目 さくら坂 2 丁目 3 丁目 4 丁目 5 丁目 合計 

回答者数 499 61 115 415 339 263 1,692 
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回答者数：１，６９２名 



23 

 

（２）自家用車に代えて利用したい移動手段（３つまで複数回答）  

・将来に備えて、自家用車に代えて利用したい移動手段について尋ねた。その結果は下図の通り

で、「公共交通利便性向上（運賃）」が最も多く、次いで「公共交通利便性向上（運賃以外）並び

に「電動自転車」であった。予約型タクシーを希望する方も一定数あった。 

・地域別に見ると、希望の多かった中で「公共交通利便性向上（運賃）」と「同左（運賃以外）」

は、1 丁目、さくら坂、2 丁目において、運賃以外が運賃を幾らか上回る傾向にあった。又、「電

動自転車」は、さくら坂の希望が他地域よりも少なかった。その一方、「予約型タクシー」の希

望が幾分多かった。 

 

 

地区 1 丁目 さくら坂 2 丁目 3 丁目 4 丁目 5 丁目 合計 

回答者数 486 57 110 399 331 256 1,639 
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回答者数：１，６３９名 
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６． 公共交通に関する情報提供（問６） 

（１）希望する情報発信手段（３つまで複数回答） 

・公共交通の利用拡大のための情報発信については、将来の地域内交通の利便性向上のキーにな

ることから、今回の交通行動調査の一環として希望される情報発信手段について尋ねた。その結

果は、下図の通りで、「広報誌（三田市、まち協等）」が最も多く、次いで、「インターネット

（三田市 HP、企業 HP）」が多かった。「ダイレクトメール（電子メール、広告郵便物）」も一定

数あった。 

・地域別の状況について見てみたが、大きな差異は認められなかった。 

 

 

地区 1 丁目 さくら坂 2 丁目 3 丁目 4 丁目 5 丁目 合計 

回答者数 494 60 113 408 333 260 1,668 
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希望する情報発信手段：地域別分析
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インターネット(三田市HP、

企業HP)

無料動画サイト（YouTube

等）

ダイレクトメール（電子メー

ル、広告郵便物）

広報誌（三田市、まち協等）

街頭広告物（ポスター、チラ

シ）

回答者数：１，６６８名 
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６． その他 （問７） 

（１）自由意見 

➊ 全般的事項 

・２５９件の自由意見があった。最も多かったのは、「路線バス」に関する事項である。その詳

細は❷に示す。次いで「他の手段」でカーシェアー、予約型タクシー、小型バス（荷物だけで

も）、乗合サービス、自動運転タクシー等の導入提案、そしてその次に「道路状況」で歩道の凸

凹、路上駐車、街灯等に関する提案であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋「路線バス」に関する事項 

・最も多かったのは、路線に関する意見で、ウ

ッディタウン内又は三田駅とウッディタウン間

の「巡回（循環）」、次いで「三田駅・福祉セン

ター方面」、その他、「市立図書館、フラワータ

ウン、三宮行、キリンビール工場方面の路線な

ど」の路線導入提案であった。 

 

 

 

 

 

７． まとめ 

 地域内交通を考えていく上で必要な多くの貴重な知見が得られた。以下に要約する。 

（１） 良く行かれるところ 

外出目的で最も多かったのは、買い物、次いで通院、そして愉しみ他であった。行き先方面に

ついては、買い物の場合、近場の「南ウッディタウン方面」が最も多く、次いで「ウッディタウ

ン中央方面」が多かった。通院は、三田市民病院他地区医療センターがウッディタウン内に散在

することもあり「ウッディ・カルチャータウン内（南ウッディタウン、ウッディタウン中央除

く）」が最も多かった。次いで「南ウッディタウン方面」、そして「三田市街地方面」であった。

n=53 

バス(運賃)

2% バス(便数)

3%

バス(路線)

20%

バス(その他)

6%

自転車

2%

他の手段

12%
道路状況

13%鉄道

4%

調査について

6%

情報伝達につい

て3%

その他

26%

意見なし

3%

巡回バ

ス(コミ

バス)

51%

三田駅・

福祉セン

ター方面

24%

その他

25%

バス(路線)方面別割合

n=259 

自由意見の分類 

n=65 
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なお、愉しみ先は、「神戸北方面」や「ウッディタウン地域外」にまで広範囲に行かれる傾向が

見られた。 

（２） 良く利用される移動手段 

 全体で見ると、移動手段で最も多かったのは自家用車であった。次いで、徒歩、自転車、公共

交通、送迎の順であった。自転車の利用が思いのほか少なかった。 

 高齢化すると、体力の低下や車免許返納などにより自家用車の利用が減少する。今回のアンケ

ートでは、75 歳代層から減少傾向が顕著となり、成人（25～64 歳）85%に対して 50%程まで減

少する結果が得られた。85 歳代以上層では更に少なく 20%弱になり運転されているのは 5 人の

内 1 人以下であった。そして、自転車を利用する方も減少することが分かった。一方、公共交通

や送迎を利用される方がかなり増える。公共交通の利用は、成人（同上）10%に対して 75 歳代

層では 40%になり、85 歳代以上層では更に約 50%にも達する。 

（３） 日常の外出頻度 

週 3~4 日以上外出の方が 80%程度あり、全般に良く外出されている。但し、高齢になるほど

外出頻度が少なくなる傾向にあった。 

（４） 日常の交通移動の満足度 

「満足状態」（満足＋やや満足の総称、以下同じ）が 85%程、一方、「不満足状態」（不満足＋やや

不満足の総称、以下同じ）が 10%程あるとの回答を得た。日常の交通行動の満足度は、全体として高

い水準にあること、その一方で一定数の方が低い水準にあると感じられていることが分かった。 

この結果を踏まえて、どのような方がどのように不満足なのかについて、年齢、居住地、行き先、

移動手段の各面から分析を行ったところ、「不満足状態」にある方は、75 歳以上の高齢者に多いこ

と、並びに、公共交通や送迎を使っておられる方に多いことが明らかになった。「不満足状態」と答

えた方は成人（25～64 歳）4~6%に対して 75 歳代層で 16%、85 歳以上層で 29%であった。又、公

共交通の「不満足状態」は、移動手段全体 9～12%に対して 22%～27%であった。居住地及び行き先

において、「不満足状態」の多いところは特に認められなかった。 

（５） 日常の交通移動のお困りごと 

 表－1 の通りであった。 

表―１ 日常の交通行動のお困りごと 

分類 Ａ（外出多い）の方からの指摘 Ｂ（65歳以上）の方からの指摘 

自家用車 ➀燃料費等維持費高い 

➁駐車場に困る 

➂運転ﾐｽなどの不安ある 

➀燃料費等維持費高い 

➁運転ﾐｽなどの不安ある 

➂駐車場に困る 

自転車 ➀悪天時は移動しにくい 

➁大きな荷物運びにくい 

➂坂が多い 

➃通路に段差ある 

・左記項目は同じ。多さは➂➔➀➔

➁➔➃の順。但､85歳以上では｢体力

面に不安ある｣が 2番目に多い。 

徒歩 ➀大きな荷物運びにくい 

➁悪天時は移動しにくい 

➂坂が多い 

・左記項目は同じ。多さは➁➔➀➔

➂の順。 

➂追加：体力面に不安ある 

公共交通 ➀便数が少ない 

➀運賃高い(鉄道･路線ﾊﾞｽ) 

➂目的地まで行く路線ない 

（図-9参照) 

➀便数が少ない 

➁運賃高い(鉄道･路線ﾊﾞｽ) 

➂目的地まで行く路線ない 

追加➃：運賃が高い(ﾀｸｼｰ) 

送迎 ➀行きたい時に行けない 

➁気をつかう 

・左記項目は同じ。多さは、➁➔➀

の順。 

(注)番号は、多い順。アンダーラインは、高齢になる程多くなる高齢者特有の困りごとを示す。 
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（６） 将来、自家用車がない時にお困りになること 

今後高齢化が進み、免許返納などにより自家用車を使用できない方の増えることが予測されて

いる。このような時代にあって、将来、自動車がない時にお困りになることを尋ねた。その結果

は、「買い物」が最もお困りになるとの回答を得た。次いで「重い又は大きい荷物の運搬」、そし

て「通院」であった。 

地域別に見ると、お困りになっている中でも「買い物」において、さくら坂と 2 丁目のお困り

具合が高く、次いで高いのが 1 丁目と 3 丁目であった。又、「重い大きい物運搬」と「通院」に

ついては、1 丁目が高かった。 

（７） 将来、自家用車に代えて利用したい移動手段 

将来に備えて、自家用車に代えて利用したい移動手段について尋ねた。その結果は、「公共交

通利便性向上（運賃）」が最も多く、次いで「公共交通利便性向上（運賃以外）並びに「電動自

転車」であった。予約型タクシーを希望する方も一定数あった。 

地域別に見ると、希望の多かった中で「公共交通利便性向上（運賃）」と「同左（運賃以外）」

は、1 丁目、さくら坂、2 丁目において、運賃以外が運賃を幾らか上回る傾向にあった。又、「電

動自転車」は、さくら坂の希望が他地域よりも少なかった。その一方で、「予約型タクシー」の

希望がある程度あった。 

（８） 公共交通に関する情報提供 

公共交通の利用拡大のための情報発信については、将来の地域内交通の利便性向上のキーにな

ることから、今回の交通行動調査の一環として希望される情報発信手段について尋ねた。その結

果は、「広報誌（三田市、まち協等）」が最も多く、次いで、「ンターネット（三田市 HP、企業

HP）」が多かった。「ダイレクトメール（電子メール、広告郵便物）」も一定数あった。 

地域別の状況について見てみたが、大きな差異は認められなかった。 

（９） その他 

自由意見で最も多かったのは、「路線バス」に関する事項である。その中でも路線に関する意

見が多く出された。ウッディタウン内又は三田駅とウッディタウン間の「巡回（循環）」、次いで

「三田駅・福祉センター方面」、その他、「市立図書館、フラワータウン、三宮行、キリンビール

工場方面の路線など」の路線導入提案など。 

８． おわりに 

現状における日常の交通行動の満足度については、高い水準にあることが分かった。しか

し、➀全住民の方々にあっては、満足感あるもまだまだ困りごとがあること、➁75歳代以

上の一定数の高齢者にあっては、自家用車の代わりに公共交通や送迎を使われる場合などに

おいて満足に感じておられないこと、そして、➂将来、自家用車に頼れなくなった時の備え

をする必要のあることなどが浮かび上がってきた。今後は、アンケートにより明らかになっ

た課題の解決に向けて推進体制を再構築して取り組んでいくこととする。 

最後に、ご協力頂いたあかしあ台小学校区住民の皆様、三田市交通まちづくり課の方々並

びに貴重なアドバイスを頂いた(社)グローカル交流推進機構の田中様に深く感謝いたしま

す。 
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７． 参考：自力による移動能力と満足度との関係 

➊ 外出 

 

 

❷ 自動車による移動 

 

 

❸ 自転車による移動 
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外出できない
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Ｂの方 合計
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満足 やや満足 やや不満足 不満足 考えたことがない
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➍ 徒歩による移動 
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◎別紙の「日常生活圏内の交通行動調査のご協力のお願い」をお読みいただいた上でお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ あなたの世帯(※)のことについてお尋ねします。次の（１）～（６）の設問にお答えください。 

～設問ごとに選択肢の中から当てはまる番号を選び回答欄にご記入ください。～ 

 (※)世帯とは…一般に住居及び生計を共にする者の集まりをいいます。今回の調査では、住居を共にする集

まり（同居）として回答してください。 

設問 選  択  肢 回答 

（１） 住  所 
１．あかしあ台１丁目  ２．あかしあ台２丁目  ３．あかしあ台３丁目 

４．あかしあ台４丁目  ５．あかしあ台５丁目  ６．さくら坂 

 

（２） 
世帯人数 

（同居） 
１．一人  ２．二人  ３．三人  ４．四人  ５．五人  ６．六人以上 

 

（３） 
世帯構成員 

(該当する全て) 

１．世帯主  ２．配偶者  ３．子とその家族  ４．父母  ５．祖父母 

６．その他 

 

（４） 
世帯内に 

ある車 
１．なし     ２．一台    ３．二台     ４．三台     ５．四台以上  

 

（５） 

最寄りの 

バス停ま

での距離 

１． 徒歩３分以内   ２．徒歩３～５分程度  ３．徒歩５～１０分程度 

４． 徒歩１０～１５分程度      ５． 徒歩１５～２０分程度 

６． 徒歩２０～３０分程度      ７． 徒歩３０分以上 

(備考)歩く速度は､ゆっくり歩いて分速５０ｍ(時速 3km)程度です｡ 

 

（６） 

最寄りの 

鉄道駅ま

での距離 

 

 

日常生活圏内の交通行動調査 

 

代表的なセンター地区 

Ｃ：ｳｯﾃﾞｨﾀｳﾝ中央ｾﾝﾀｰ地区 

Ｍ：南ｳｯﾃﾞｨﾀｳﾝｾﾝﾀｰ地区 

Ｓ：すずかけ台ｾﾝﾀｰ地区 

Ａ：あかしあ台ｾﾝﾀｰ地区 

Ｋ：けやき台ｾﾝﾀｰ地区 

Ｙ：ゆりのき台ｾﾝﾀｰ地区 

 

M 
 

○Ａ  

○Ｓ  

○Ｓ  

○Ｋ  

○Ｋ  

○Ｙ  

○Ｙ  
●  
駒ケ谷運動公園 

Ｃ 

 

あかしあ台 

ﾘﾝｸﾞ道路並木 

リング道路 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ ご家族の内、日常の暮らしの中で必要となる買い物や通院などのためにウッディタウン内

の移動（通学や大都市圏への通勤を除く。）が最も多い方《Ａ》と、高齢（６５歳以上）の方

《Ｂ》のお二人をご回答頂く対象の方としてお選びください。 

～選択肢の中から当てはまる番号を選び該当する回答欄にご記入ください。Ｂの方について該当なし又は

Ａと同一人の場合は記入不要です。～ 

問３ 問２で選ばれた方のことについてお尋ねします。次の（１）～（９）の設問にお答えくだ

さい。～設問ごとに選択肢の中から当てはまる番号を選び該当する回答欄にご記入ください。Ｂの方を選ば

れなかった場合、当該欄の記入は不要です。回答欄に〔  〕があるものは、そこに直接ご記入ください。

～ 
設問 選  択  肢 Aの方 Bの方 

(１） 性  別 １． 男性  ２．女性 
  

(２） 年  齢 
１． １８～２４歳  ２．２５～３４歳  ３．３５～４４歳 
４． ４５～５４歳  ５．５５～６４歳  ６．６５～７４歳 

７． ７５～８４歳  ８．８５歳以上 

  

(３） 職  業 
１． 常勤      ２．非常勤     ３．自営業  
４． 働いていない 

  

(４） 外  出 
１． 一人で外出できる  ２．一人で外出できない  
３． 外出できない 

  

(５) 
自家用車
による 
移動 

１． 問題なく運転できる  ２．運転できるが不安が 
あるので運転していない ３．運転できない(運転免

許の有無は不問)  ４．運転する自家用車がない 

 
 
 

 

 
 
 

 

(６) 
運転免許
の返納 

１．返納は考えていない 
２．当面、返納は考えていないが将来考えたい 
３．１～２年以内に返納しようと考えている  
４． 運転免許を持っていない ５．既に返納した 

  

(７) 

自転車に
よる移動 
(日常の平均

的な移動) 

１． ３０分以上      ２． ３０分程度まで 

３． ２０分程度まで     ４． １０分程度まで 
５． ５分程度まで   ６． 乗れない 
７． 乗れる自転車がない 
(目安)ゆっくり走行して１０分で約１．５ｋｍです。 

  

(８） 

徒歩によ
る移動 

(日常の平均

的な移動) 

１．  ３０分以上     ２． ３０分程度まで 
３．  ２０分程度まで    ４． １０分程度まで  
５． ５分程度まで   ６． 殆ど歩けない  
(目安)ゆっくり歩いて１０分で約５００ｍです。 

  

(９） 

その他の
手段によ
る１人での
移動 

(一人乗り電

動カートなど) 

１． 移動手段の種類  〔        〕 〔        〕 

２． 移動距離 〔        〕 〔        〕 

 

設問 選  択  肢 Aの方 Bの方 

(１） 
ご回答頂く

方の選定 

１．世帯主    ２．配偶者   ３．子とその家族  

４．父母      ５．祖父母   ６．その他 
  

 

ｍ程度まで ｍ程度まで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 選択肢 Ａの方 Ｂの方 

(２） 
そこまでの 
主な移動手段 
(回答は４つまで) 

１．自家用車(自分で運転) ２．自転車 

３．徒歩 ４．公共交通(鉄道、路線バス、一般タクシー ) 

５．送迎（家族・知人の運転）  ６．その他 [      ] [      ] 

(３) 
外出の日数 
(全て合せた日数) 

１．週５日以上  ２．週３～４日  ３．週１～２日 

４．月２～３日  ５．月１日以下   

(４） 
現在の移動 

手段の満足度 

１．満足    ２．やや満足    ３．やや不満足  

４．不満足  ５．考えたことがない 
  

(５） 

現
在
の
移
動
手
段
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
指
摘
く
だ
さ
い
。
不
足
し
て
い
る
こ
と
や 

改
善
す
れ
ば
も
っ
と
快
適
に
な
る
こ
と
な
ど
。 (

移
動
手
段
ご
と
に
３
つ
ま
で) 

 

自家 

用車 

１．道路渋滞に困る  ２．運転ミスなどの不安がある  

３．駐車場に困る  ４．燃料費など維持費が高い 

５．その他 [      ] [      ] 

自転

車 

１．大きな荷物が運びにくい  ２．歩道が狭い 

３．悪天時は移動しにくい    ４．坂が多い 

５．通路に段差がある（歩道の凸凹含む）    

６．体力面に不安がある  

７．その他 

[      ] [      ] 

徒歩 
[      ] [      ] 

公共

交通 

１．自宅からバス停までが遠い ２．乗継が不便  

３．目的地まで行く路線がない  ４．便数が少ない 

５．路線や運賃が分かりにくい   

６．時間通りに運行しない ７．利用したい時間に

運行していない ８．運賃が高い（鉄道・路線バス） 

９．運賃が高い（一般タクシー） １０．その他 [      ] [      ] 
送迎 

(家族・知

人の運転) 

１． 行きたいときに行けない ２．送迎者に気を遣う 

３．その他 
[      ] [      ] 

 

その

他  

     

設問 選択肢 Ａの方 Ｂの方 

(１) 

よく行く場所
や施設名 

【その他は、役所・

銀行・郵便局・学校

など。  内にはｲｵ

ﾝ三田ｳｯﾃﾞｨﾀｳﾝ店

などと記載】 

(回答は選択肢別に２つまで) 

１． 買物先 
  

２． 通院先 
  

３． 愉しみ先 
  

４． その他 
  

 

問４ 日常の暮らしの中で必要となるウッディタウン内の移動（買い物や通院など）について、 

次の（１）～（５）の設問にお答えください。 
～設問ごとに選択肢の中から当てはまる番号を選び該当する回答欄にご記入ください。Ｂの方を選ばれなか

った場合、当該欄の記入は不要です。回答欄に〔 〕があるものは、そこに直接ご記入ください。～ 

その他記載欄 その他記載欄 

その他記載欄 

その他記載欄 その他記載欄 

その他記載欄 その他記載欄 

その他記載欄 

その他記載欄 その他記載欄 

その他記載欄 その他記載欄 

その他記載欄 その他記載欄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 選  択  肢 回答 

（１） 

自家用車 
がない時、
お困りになる
こと (1番とその

次の２つまで) 

１．買い物  ２．通院  ３．愉しみのための外出  

４．役所・銀行・郵便局・学校などへの外出  ５．雨の日の外出  

６．重い又は大きい物の運搬  ７．徒歩や自転車では辛い公共交

通利用の必要な外出 ８．特に困ることはない ９．その他 [      ] 

（２） 

 

 

自家用車に

代えて利用

したい移動

手段 

（回答は３つまで) 

 

 

＊「乗合」とは、

同じ車両に複

数の人が同乗

して移動する形

態 

１． 電動自転車（１人乗り、２又は３輪、購入またはレンタルであなた自身が運転）  

２． 1人乗り電動カート（低速４輪、購入もしくはレンタカーであなた自身が運転） 
３． ３～４人乗り電動カート（低速４輪、ゴルフカートなど、乗合＊、あなた

以外の運転手が運転） 

４． 予約型タクシー（乗合＊、あなた以外の運転手が運転、既存バス路線

がないところに限られる） 

５． 公共交通の利便性向上①（運賃を安くする、運賃を定額にする） 

６． 公共交通の利便性向上②（上記５．以外で、自家用車がなくても困ら
ないように目的地までのルートや乗り継ぎの案内サービスを向上する、

必要により路線や運行時刻を見直す、など）   

７．特になし    ８．その他  
[      ] 

 問６ 公共交通に関する情報（バスのお得な乗車券など）を知るための手段として希望するも

のを選択肢から選んでください。Ａの方、Ｂの方ご相談のうえ選択肢から選んでお答えください。 

～ 回答欄に〔 〕があるものは、そこに直接ご記入ください。～ 

問７ その他ご意見などございましたらご記入ください。 

～問１～６以外で、日常生活での移動に関してご意見がある場合は、ご記入ください。～ 

調査へのご協力ありがとうございました。 

同封の封筒に入れて、指定個所へお持ちください。 

問５ 今後、高齢化に伴う運転免許返納や生活様式の多様化などにより自家用車に頼らずとも移動で

きる交通環境へのニーズが高まることが予想されます。ウッディタウン内の移動手段について、将来

を見据えてどのようにしていけば良いと思われますか。次の（１）～（２）の設問にＡの方とＢの方

とご相談のうえお答えください。 

～設問ごとに選択肢の中から当てはまる番号を選び該当する回答欄にご記入ください。回答欄に〔 〕があ

るものは、そこに直接ご記入ください。～ 

その他記載欄 

その他記載欄 

設問 選択肢 回答 

（１） 

公共交通に

関する新た

な情報を得

るために希

望する手段

（回答は３つまで) 

１． テレビ ２．ラジオ ３．インターネット(三田市ホームページ、 

企業ホームページ) ４．無料動画サイト（ＹｏｕＴｕｂｅ等）  

５．ダイレクトメール（電子メール、広告郵便物）  

６．広報誌（三田市、まち協等） ７．街頭広告物（ポスター、チラシ）  

８．口コミ(友人、知人) ９．その他 
[       ] 

 

（自由ご意見欄） 

 

 

 

 

 

その他記載欄 


